
参考資料 

                    新旧対照表                                                       
（新） （旧） 

調査・設計等業務における配置技術者の資格要件等に関するQ&A

Ⅰ　資格要件、実務経験等について

質問
RCCMの部門限定について、発注者側から当該業務に該当する登録技術部門を示され
るのか。

回答 特記仕様書等で明示します。

質問 照査技術者の資格要件は、従来と同様、管理技術者と同等となるのか。

回答 従来通り、管理技術者に求める資格要件と同等とします。

質問
落札候補者となった後に技術者の配置が困難となり、契約ができなくなった場合は、指
名停止等のペナルティが課せられるのか。

回答
落札者決定前に落札候補者に対して技術者配置に関する確認を行うこととしています。
ここで、技術者の配置が困難となった場合は無効入札として取り扱うこととし、ペナル
ティはありません。

質問
実務経験により資格保有者と同等とみなすものの要件の、「同種又は類似業務」として
評価する業務については、発注者側で示されるのか。

回答

同種又は類似業務については、国土交通省の「建設コンサルタント業務等におけるプロ
ポーザル方式及び総合評価方式の運用ガイドライン（調査・設計等分野における品質確
保に関する懇談会）」の『[参考８] 同種・類似業務の取扱い事例について』によるこ
ととしています。なお、疑義がある場合は、発注事務所に確認をしてください。（別紙
①を参照）

質問
資格保有者と同等とみなす者の実務経験とする業務が複合業務（測量・設計等の混合発
注）の場合、委託料の総額が１００万円以上であればよいのか、当該業務の委託料の額
が１００万円以上でなければ実務経験とみなされないのか。

回答

複合業務の委託料の総額ではなく、該当業務の委託料の額が１００万円以上のものを、
資格保有者と同等とみなす者の実務経験とします。
複合業務の委託料の総額が１００万円以上であっても、該当業務の委託料の額が１００
万円未満の場合は、実務経験とはみなしません。
※実務経験の委託料の額（消費税込み）は精算額とします。

質問 実務経験の確認は、どのような方法で行われるのか。

回答

受託者からの提出資料（経歴書）により確認します。また、不明な点があれば、テクリ
ス等により確認します。
なお、虚偽の資料提出等があった場合は、「不正又は不誠実な行為」として指名停止等
の措置の対象となります。
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調査・設計等業務における配置技術者の資格要件等の改定に関するQ&A

Ⅰ　資格要件、実務経験等について

質問
RCCMの部門限定について、発注者側から当該業務に該当する登録技術部門を示され
るのか。

回答 特記仕様書等で明示します。

質問 照査技術者の資格要件は、従来と同様、管理技術者と同等となるのか。

回答 従来通り、管理技術者に求める資格要件と同等とします。

質問
落札候補者となった後に技術者の配置が困難となり、契約ができなくなった場合は、指
名停止等のペナルティが課せられるのか。

回答
落札者決定前に落札候補者に対して技術者配置に関する確認を行うこととしています。
ここで、技術者の配置が困難となった場合は無効入札として取り扱うこととし、ペナル
ティはありません。

質問
実務経験により資格保有者と同等とみなすものの要件の、「同種又は類似業務」として
評価する業務については、発注者側で示されるのか。

回答

同種又は類似業務については、国土交通省の「建設コンサルタント業務等におけるプロ
ポーザル方式及び総合評価方式の運用ガイドライン（調査・設計等分野における品質確
保に関する懇談会）」の『[参考８] 同種・類似業務の取扱い事例について』によるこ
ととしています。なお、疑義がある場合は、発注事務所に確認をしてください。（別紙
①を参照）

質問
資格保有者と同等とみなす者の実務経験とする業務が複合業務（測量・設計等の混合発
注）の場合、委託料の総額が１００万円以上であればよいのか、当該業務の委託料の額
が１００万円以上でなければ実務経験とみなされないのか。

回答

複合業務の委託料の総額ではなく、該当業務の委託料の額が１００万円以上のものを、
資格保有者と同等とみなす者の実務経験とします。
複合業務の委託料の総額が１００万円以上であっても、該当業務の委託料の額が１００
万円未満の場合は、実務経験とはみなしません。
※実務経験の委託料の額（消費税込み）は精算額とします。

質問 実務経験の確認は、どのような方法で行われるのか。

回答

受託者からの提出資料（経歴書）により確認します。また、不明な点があれば、テクリ
ス等により確認します。
なお、虚偽の資料提出等があった場合は、「不正又は不誠実な行為」として指名停止等
の措置の対象となります。
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                    新旧対照表                                                       
（新） （旧） 

質問
実務経験が複合業務の場合、該当業務の委託料の額が100万円以上である確認は、ど
のような方法で行われるのか。

回答
受注者から提出された該当業務の委託料の額の算出根拠となる資料により金額を確認し
ます。国市町等業務の実務経験の場合も、同様な方法で確認します。

質問
用地調査等業務委託における管理技術者の配置要件で、実務経験を有する者とあるが、
民間事業の実績を実務経験に含めてよいか。

回答
土地収用法第3条第1項各号に係る民間事業で、調査及び補償費算定を行っていること
が経歴書等により確認ができる場合、実績を実務経験に含めることができます。

Ⅱ　手持ち業務件数について

質問 手持ち業務の件数は１０件未満とされているが、手持ち業務の金額の制限はないのか。

回答 「手持ち業務の件数」のみの制限とし、「手持ち業務の金額」の制限は求めません。

質問
手持ち業務のカウントには、営繕工事に係る業務（測量、調査、建築設計等）も対象と
なるのか。

回答
営繕工事に係る業務（測量、調査、建築設計等）であっても、委託料の額が３００万円
以上で管理技術者又は担当技術者として従事していれば、それらを手持ち業務としてカ
ウントします。

質問
１０件の業務の担当技術者となっている場合、管理技術者又は照査技術者とはなれない
のか。

回答
手持ち業務が10件となるので、管理技術者にはなれません。
照査技術者については、件数の制限を設けていないため配置が可能です。

質問
複合業務（測量・設計等の混合発注）の場合は、業務ごとに管理技術者を求めるのか。
この場合の、手持ち業務件数のカウントはどのようになるのか。

測量と設計をまとめて発注するような複合業務においては、測量業務、設計業務それぞ
れで管理技術者を求めています。この場合、手持ち業務のカウントは、業種ごとの委託
料の額が３００万円以上のものを１件としてカウントします。

【例】

・測量と設計の複合業務、委託料の額＝４00万円の管理技術者（A氏、B氏）
　例1：測量（A氏）＝２００万円、設計（B氏）＝２００万円　⇒A氏 ０件、B氏 ０件

　例2：測量（A氏）＝２００万円、設計（A氏）＝２００万円　⇒A氏 ０件

　例3：測量（A氏）＝１００万円、設計（B氏）＝３００万円　⇒A氏 ０件、B氏 １件

・測量と設計の複合業務、委託料の額＝600万円の管理技術者（A氏、B氏）

　例4：測量（A氏）＝２００万円、設計（B氏）＝４００万円　⇒A氏 ０件、B氏 １件

　例5：測量（A氏）＝３００万円、設計（B氏）＝３００万円　⇒A氏 １件、B氏 １件

　例6：測量（A氏）＝３００万円、設計（A氏）＝３００万円　⇒A氏 ２件

※手持ち業務の委託料の額（消費税込み）は、当初契約の額とします。
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質問
実務経験が複合業務の場合、該当業務の委託料の額が100万円以上である確認は、ど
のような方法で行われるのか。

回答
受注者から提出された該当業務の委託料の額の算出根拠となる資料により金額を確認し
ます。国市町等業務の実務経験の場合も、同様な方法で確認します。

Ⅱ　手持ち業務件数について

質問 手持ち業務の件数は１０件未満とされているが、手持ち業務の金額の制限はないのか。

回答 「手持ち業務の件数」のみの制限とし、「手持ち業務の金額」の制限は求めません。

質問
手持ち業務のカウントには、営繕工事に係る業務（測量、調査、建築設計等）も対象と
なるのか。

回答
営繕工事に係る業務（測量、調査、建築設計等）であっても、委託料の額が３００万円
以上で管理技術者又は担当技術者として従事していれば、それらを手持ち業務としてカ
ウントします。

質問
１０件の業務の担当技術者となっている場合、管理技術者又は照査技術者とはなれない
のか。

回答
手持ち業務が10件となるので、管理技術者にはなれません。
照査技術者については、件数の制限を設けていないため配置が可能です。

質問
複合業務（測量・設計等の混合発注）の場合は、業務ごとに管理技術者を求めるのか。
この場合の、手持ち業務件数のカウントはどのようになるのか。

測量と設計をまとめて発注するような複合業務においては、測量業務、設計業務それぞ
れで管理技術者を求めています。この場合、手持ち業務のカウントは、業種ごとの委託
料の額が３００万円以上のものを１件としてカウントします。

【例】
・測量と設計の複合業務、委託料の額＝４00万円の管理技術者（A氏、B氏）

　例1：測量（A氏）＝２００万円、設計（B氏）＝２００万円　⇒A氏 ０件、B氏 ０件

　例2：測量（A氏）＝２００万円、設計（A氏）＝２００万円　⇒A氏 ０件

　例3：測量（A氏）＝１００万円、設計（B氏）＝３００万円　⇒A氏 ０件、B氏 １件

・測量と設計の複合業務、委託料の額＝600万円の管理技術者（A氏、B氏）

　例4：測量（A氏）＝２００万円、設計（B氏）＝４００万円　⇒A氏 ０件、B氏 １件
　例5：測量（A氏）＝３００万円、設計（B氏）＝３００万円　⇒A氏 １件、B氏 １件

　例6：測量（A氏）＝３００万円、設計（A氏）＝３００万円　⇒A氏 ２件

※手持ち業務の委託料の額（消費税込み）は、当初契約の額とします。
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